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予
算
特
別
委
員
会
を　

設
置
し
て
集
中
審
議

　

平
成　

年
度
各
会
計
予
算

16

案
は
、
３
月
３
日
に
執
行
方

針
と
あ
わ
せ
て
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
な

お
十
分
な
審
議
を
要
す
る
た

め
、
議
長
を
除
く　

名
で
構

17

成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
西
村
委
員
長
）
を
設
置
し

て
、
付
託
の
上
審
議
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
は
３
月

　

日
、　

日
、　

日
、　

日

12

15

16

17

の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ

た
予
算
に
対
し
て
、
そ
の
編

成
に
対
す
る
考
え
方
、
効
果

等
に
つ
い
て
主
眼
を
置
い
て
、

慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
に

つ
い
て
は
賛
成
、
反
対
の
立

場
で
そ
れ
ぞ
れ
討
論
を
行
い
、

他
の
会
計
に
つ
い
て
は
討
論

を
行
わ
ず
、
起
立
採
決
の
結

果
、　

項
目
の
審
査
意
見
を

16

付
し
て
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
審
査
意
見
の
内
容
は

5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
通
り
で
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
国
の
三
位
一
体
の
改
革
」
で

地
方
交
付
税
を
は
じ
め
、
国
庫

補
助
負
担
金
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
極
め
て
深
刻
な
事
態

を
迎
え
た
中
で
の
編
成
と
な

り
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
人
件

費
、
事
務
的
経
費
等
の
抑
制
、

投
資
的
事
業
の
一
部
先
送
り

な
ど
に
よ
り
、
歳
出
全
般
の
経

費
の
抑
制
を
図
り
、
さ
ら
に
不

足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
基

金
の
支
消
を
行
い
対
応
し
ま

し
た
。

　

新
年
度
予
算
の
内
容
は
、
一

般
会
計
に
お
い
て
は
、
総
額　
79

億
5
3
0
0
万
円
と
な
り
、
前

年
対
比　

％
の
減
と
な
り
、
ま

19.1

た
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

含
め
た
総
額
は　

億
5
5
2

132

7
万
５
千
円
と
な
り
、
前
年
対

比
で　

％
減
の
緊
縮
型
予
算

12.6

と
な
り
ま
し
た
。

予算特別委員会での審議の様子予算特別委員会での審議の様子

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
公
民
館

改
修
の
先
送
り
、
生
活
環
境
整
備
の

縮
減
等
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
経
済
産
業
基
盤
の
形

成
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
配
慮
し
て
お
り
、
限
ら

れ
た
予
算
を
効
果
的
に
活
か
し
た
予
算
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

賛  成 反  対
　

介
護
保
険
利
用
者
負
担
の
増
、
延
長
保
育
の
一
部
不

実
施
等
、
町
民
に
痛
み
を
求
め
る
こ
と
に
対
し
て
、
福

祉
や
暮
ら
し
、
産
業
の
活
性
化
等
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
方
向
性
を
持
た
な
い
予
算
で
あ
り
、
本
予
算
案
に
反

対
す
る
。

 �平成16年度各会計予算の概要　　　　（単位千円・％）

前年対比予　算　額会　　　計　　　別

▲19.179億5,300万0一 般 会 計

1.211億6,879万0国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

▲0.013億9,231万0老 人 保 健 特 別 会 計

▲1.8５億7,302万0介 護 保 険 特 別 会 計

189.3２億3,314万0簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

▲31.2３億9,570万0公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

▲6.7２億7,770万0ラベンダーハイツ事業特別会計

4.8２億6,036万0水 道 事 業 特 別 会 計

▲3.110億  125万5病 院 事 業 特 別 会 計

▲12.6132億5,527万5　 合　 計　

3月定例会は、2日・3日・10日・11日・18日の5日間開催され、各会計予算、条例などを審議しました。

討 
論（
一
般
会
計
）
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予算特別委員会

平成16年度
各会計予算

大雪山系登山道保全大雪山系登山道保全
989万989万６千６千円円

第
４
次
総
合
計
画
の
実

施
計
画
に
お
け
る
資
金
計
画
の

中
で
は
、　

年
度
、　

年
度
に

17

18

お
い
て
は
、
歳
入
が
不
足
し
た

ま
ま
示
さ
れ
て
い
る
が
、
財
源

に
裏
付
け
が
な
い
た
め
、
事
業

実
施
が
不
確
定
に
感
じ
ら
れ
る

が
。

　
　

本
来
な
ら
ば
収
支
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
中
で
計
画
を
立
て

る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
町
民

に
対
し
て
財
政
の
実
態
を
示
し

た
中
で
、
共
に
ど
の
よ
う
に
財

政
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
、
行
財
政

改
革
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
財
源
の
不
足
す
る

部
分
は
行
財
政
改
革
を
最
大
限

進
め
、
更
に
不
足
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
基
金
の
支
消
を
も
っ

て
対
応
し
た
い
。

投
資
的
事
業
が
年
々
減
少

し
て
い
く
中
で
、
町
の
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
財
源
の
確
保
の
手

法
と
し
て
、
市
町
村
合
併
を
検

討
し
、
特
例
債
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
十
分
な
投
資
的
事
業

の
実
施
は
困
難
だ
が
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
で
き
る
だ
け

活
性
化
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
特
例
債
あ
り
き
の
市
町

村
合
併
の
検
討
の
考
え
は
な
い
。

空
き
店
舗
対
策
に
つ
い

て
、
維
持
管
理
は
ど
こ
が
す
る

の
か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
の

助
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
実

施
主
体
で
あ
る
商
工
会
が
行
う

が
、
そ
の
体
制
に
つ
い
て
Ｎ
Ｐ

О
法
人
等
と
協
力
を
調
整
し
て

い
る
。
維
持
費
に
つ
い
て
は
、

月　

万
円
程
度
か
か
っ
て
く
る

10
の
で
、
３
ヵ
年
く
ら
い
助
成
を

図
り
た
い
。

歳
入
財
源
の
確
保
の
た

め
、
法
人
町
民
税（
均
等
割
）に

対
し
て
、
制
限
税
率
を
採
用
し
、

税
率
を
上
げ
る
考
え
は
。

　
　

本
町
に
つ
い
て
は
、
中
小

の
法
人
が
多
い
が
、
行
財
政
改

革
の
中
の
課
題
の
ひ
と
つ
だ
と

認
識
し
て
い
る
。

公
営
住
宅
使
用
料
の
滞

納
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　
　

全
体
の
公
共
料
金
の
徴
収

に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
臨
戸
徴
収
に
努
め
て
い
る
。

保
証
人
制
度
、
小
額
訴
訟
な
ど

対
応
に
つ
い
て
強
化
を
図
り
た

い
。

公
民
館
使
用
料
に
つ
い

て
、
陶
芸
釜
を
使
用
し
た
場
合
、

電
気
料
が
相
当
か
か
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た

使
用
料
に
設
定
す
べ
き
で
は
。

　
　

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
な
ど

を
付
け
て
対
応
し
、
そ
の
使
用

料
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

緊
急
雇
用
対
策
事
業
の

中
で
、
登
山
道
の
整
備
が
行
わ

れ
る
が
、
も
っ
と
雇
用
の
生
ま

れ
る
事
業
を
選
択
で
き
な
い
か
。

　
　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
程
度
限
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
登
山
道
整
備
は
、

国
の
政
策
枠
で
の
採
択
で
あ
り
、

大
雪
山
を
取
り
巻
く
上
川
管
内

４
町
で
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

で
事
業
の
決
定
と
な
っ
た
。

町
長
車
の
廃
止
を
検
討

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

町
長
専
用
車
で
は
な
く
、

公
用
車
で
あ
る
。
行
動
の
範
囲

が
制
約
さ
れ
る
の
で
廃
止
す
る

考
え
は
な
い
。
し
か
し
、
運
用

方
法
を
見
直
し
て
節
減
を
図
り

た
い
。

行
財
政
改
革
計
画
が
新

た
に
策
定
さ
れ
る
が
、
基
本
的

な
考
え
は
。

　
　

従
来
は
行
政
側
が
主
導
で

策
定
し
た
中
で
住
民
の
意
見
を

聞
き
進
め
て
い
た
が
、
新
計
画

に
お
い
て
は
素
案
作
り
の
段
階

か
ら
住
民
に
参
画
し
て
い
た
だ

い
て
取
り
進
め
た
い
。

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
道
の
３
年
間
の
モ

デ
ル
事
業
で
あ
り
、　

年
度
で

15

終
了
す
る
が
、
今
後
は
継
続
す

る
の
か
。

空き店舗活用振興対策補助空き店舗活用振興対策補助
800万円800万円

予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
か
ら

除雪グレーダー購入除雪グレーダー購入
22,,464464万３千円万３千円

主要事業主要事業主要事業

国営フラヌイ地区負担国営フラヌイ地区負担
１億１億99,,213213万９千円万９千円

老人身障者センター改修老人身障者センター改修
2,340万５千円2,340万５千円

答答

答答

答答

答

答

保健福祉総合センター建設保健福祉総合センター建設　　６億６億22,,698698万４千円万４千円
(総額(総額13億13億99,,334334万２千円万２千円))

答



�

　
　

地
域
福
祉
事
業
の
推
進

の
観
点
か
ら
引
き
続
き
実
施

し
た
い
。

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

備
品
購
入
に
つ
い
て
、
地
元

で
の
購
入
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

町
の
業
者
に
お
い
て
対

応
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

地
元
業
者
に
発
注
し
て
い
き

た
い
。

農
業
委
員
の
定
数
の
検

討
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

委
員
会
内
部
で
協
議
を

し
て
お
り
、
来
年
度
は
改
選

期
な
の
で
、　

月
ま
で
に
結

12

論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

農
地
流
動
化
の
促
進
の
た

め
に
、
行
政
と
し
て
基
盤
整
備

等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　

行
政
主
導
で
対
応
す
る
も

の
で
な
く
、
農
業
者
自
ら
が
対

応
す
る
意
欲
を
持
つ
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
行
政
は
制

度
を
利
用
し
て
支
援
し
て
い
く
。

地
産
地
消
の
推
進
の
た
め

に
、
も
っ
と
公
共
施
設
等
に
地

場
産
品
を
利
用
す
る
よ
う
に
す

べ
き
で
な
い
か
。

　
　

一
部
給
食
セ
ン
タ
ー
等
で

利
用
し
て
い
る
が
、
安
定
供
給

等
の
問
題
も
あ
り
、
生
産
者
と

調
整
し
て
更
に
進
め
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
が
風
雪

災
害
に
よ
り
被
害
に
あ
っ
た
が
、

町
と
し
て
助
成
す
る
考
え
は
。

　
　

共
済
制
度
、
農
協
の
助
成

制
度
を
活
用
し
た
中
で
対
応
願

い
た
い
。
自
助
努
力
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
町
の
助
成
は
今
回

は
考
え
て
い
な
い
。

企
業
振
興
措
置
条
例
に
伴

う
、
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、

町
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
企
業

に
努
力
を
求
め
助
成
制
度
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

　
　

企
業
の
生
産
活
動
の
維
持
、

町
内
雇
用
者
の
確
保
の
観
点
か

ら
制
度
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

西
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
計
画
は
。

　
　

緊
急
性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
。
財
政
が
厳
し
い
中
、
本

年
度
は
実
施
で
き
な
い
が
、
１

年
で
も
早
く
整
備
を
図
り
た
い
。

上
富
良
野
高
校
の
振
興

対
策
の
う
ち
入
学
支
度
金
制
度

を
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
。

　
　

本
年
度
は
５
万
円
か
ら
４

万
５
千
円
に
減
額
し
た
。
今
後
、

事
業
評
価
を
し
て
見
直
し
を
図

り
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
今
回
、
介
護
納
付
分
の

増
額
が
さ
れ
る
が
、
あ
わ
せ
て

軽
減
対
策
を
考
え
な
い
と
滞
納

者
が
増
え
る
の
で
な
い
か
。

　
　

今
回
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

国
の
総
枠
の
中
で
負
担
割
合
が

決
ま
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

軽
減
に
つ
い
て
は
現
在
の
７
割
、

５
割
、
２
割
と
い
う
軽
減
対
策

を
維
持
し
た
い
。

水
道
使
用
料
の
未
納
者
に

対
し
て
は
、
悪
質
な
も
の
に
対

し
て
給
水
停
止
も
含
ん
で
の
対

応
は
。

　
　

未
納
者
に
つ
い
て
は
、
分

納
等
の
対
応
を
し
て
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
悪
質
な
も
の

に
対
し
て
は
給
水
停
止
も
含
め

た
対
応
で
臨
み
た
い
。

療
養
型
病
床
に
つ
い
て
、

昨
年
、
医
師
の
確
保
の
問
題
で

増
床
で
き
な
か
っ
た
が
今
後
の

見
通
し
は
。

　
　

医
師
の
設
置
基
準
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
。

常
勤
医
師
の
配
置
に
つ

い
て
、
今
の
体
制
を
確
保
で
き

る
の
か
。

　
　

医
局
の
人
事
に
よ
る
常
勤

医
師
の
移
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

補
充
に
つ
い
て
強
く
要
請
す
る
。

介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
が
増
額
に
な
っ
た

が
、
現
行
通
り
と
す
べ
き
で
は
。

　
　

当
初
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
促
進
が
目
的
だ
っ
た
。

５
年
間
経
過
し
て
利
用
が
あ
る

程
度
促
進
さ
れ
、
定
着
し
て
き

た
こ
と
か
ら
助
成
率
を
見
直
し

た
。

ゴ
ミ
の
分
別
に
関
わ
っ
て
、

ク
リ
ー
ン
推
進
員
に
対
し
て
業

務
内
容
の
指
導
体
制
を
徹
底
す

べ
き
で
は
。

　
　

ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
方
に

は
、
分
別
に
関
し
て
協
力
を
い

た
だ
き
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
交
替
し
た
場
合
は
引
継

ぎ
等
で
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い

る
が
、
町
と
し
て
も
役
割
等
を

啓
発
し
て
い
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
祭
り
と
火
祭
り
が
一
緒

に
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
運
営

方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

新
イ
ベ
ン
ト
の
責
任
者
に

つ
い
て
は
、
会
長
が
商
工
会
、

副
会
長
が
観
光
協
会
と
い
う
こ

と
で
体
制
を
決
め
て
進
ん
で
い

る
。

写
真
甲
子
園
に
つ
い
て
、
当

町
自
体
に
あ
ま
り
メ
リ
ッ
ト
が

な
く
、
広
域
観
光
と
い
う
観
点

で
実
施
し
て
い
る
な
ら
ば
観
光

協
会
に
委
託
す
べ
き
で
は
。

　
　

東
川
町
が
主
体
と
な
り
、

美
瑛
町
、
本
町
の
３
町
で
運
営

し
て
い
る
。
な
か
な
か
本
町
に

対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
に

く
い
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度

16

を
も
っ
て
撤
退
し
た
い
旨
、
美

瑛
町
と
協
議
し
て
お
り
、
そ
の

意
向
を
東
川
町
に
伝
え
た
い
。

消
防
車
両
の
更
新
計
画
は
。

ま
た
、
車
庫
が
狭
隘
な
の
で
庁

舎
の
整
備
計
画
は
。

　
　

耐
用
年
数
と
車
輌
の
実
態

を
勘
案
し
な
が
ら
、
補
助
事
業

を
活
用
し
、
年
次
的
に
更
新
し

て
い
き
た
い
。
庁
舎
整
備
に
つ

い
て
は
財
政
的
に
難
し
い
。
車

庫
に
つ
い
て
は
、
増
築
で
対
応

し
た
い
旨
計
画
を
持
っ
て
い
る
。

予算特別委員会

答

答

答

答

答答

答

答

答答

答答

答答答

答

答

答

予算特別委員会の西村委員長報告予算特別委員会の西村委員長報告
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◎
審
査
意
見
と
は
？

　

本
町
で
は
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
の
議

決
に
お
い
て
、
町
理
事
者
に
対
し
て
、

審
査
意
見
を
付
し
て
予
算
の
執
行
に

適
正
を
期
す
様
に
求
め
た
も
の
で
す
。

①新計画策定にあたっ
ては、新たな組織機構
のもと、町民の意見を
十分把握し、
実効性が上
がるよう配
慮されたい。

①補助金、負担金等の
交付は、事業実績等を
判断し、
適正に
助成を。

①地産地消及び空き店
舗対策等の振興を図り、
産業の活性化を。

①学校教育施設等は、
緊急性を認識した上で、
年次的に整備されたい。

行財政運営

予算特別委員会

①介護保険制度の一層
の充実を図り、特
に介護予
防、在宅
介護を
推進さ
れたい。

①健全経営に更に努力
し、今後の診療に対し
て医師の確保に万全を
期されたい。

①保健福祉総合センターの①保健福祉総合センターの
運営は、その事業効果　運営は、その事業効果
が確実に上がるように　が確実に上がるように
配慮されたい。　配慮されたい。
②西保育所の運営は、②西保育所の運営は、
町民の要望に応えるよう　町民の要望に応えるよう
適切な指導を。　適切な指導を。

行財政改革
①町税及び使用料等の収納率の向上を図り、不納
　欠損処理は慎重な対応をされたい。
②財源に見合う実施計画を示し、財政
　健全化を。
③職員について、計画的な採用を。
④情報公開コーナーの充実を。
⑤公用車両の効率的な運用を。
⑥施設の利用者負担の適正化を。

①有収率
の向上に
更に努力
されたい。

①公共施設等の委託方
法と積算について、そ
の内容等を精査
されたい。

補助金等 委託業務

産業振興

町立病院介護保険 水道事業

教育環境整備

保健福祉

審査
意見
審査審査
意見意見



問　

現
在
の
本
町
の
状
況
に
お
い
て
、
早

急
に
景
観
条
例
を
制
定
す
る
必
要
性
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
条
例
の
制
定
に
よ

り
、
経
済
活
動
が
制
限
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
、
条
例
の
趣
旨
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な

い
か
。

答　

本
町
の
景
観
は
、
素
材
は
す
ば
ら
し

い
が
、
そ
れ
を
見
せ
る
場
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、
そ
の
整
備

を
地
域
の
方
々
と
作
り
上
げ
、
観
光
客
等

の
誘
致
を
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
。

問　

精
神
的
な
も
の
だ
け
の
条
例
で
あ
り
、

規
制
条
項
を
設
け
な
け
れ
ば
、
開
発
業
者

質
疑
か
ら

条　例

　
「
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
条
例
」

を
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

町
内
各
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
９
名

の
方
々
で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
（
穐

吉
忠
彦
委
員
長
）
で
６
回
に
わ
た
り
、

議
論
を
い
た
だ
き
条
例
の
素
案
を
完

成
さ
せ
、
議
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

素
案
作
成
に
は
、
平
成　

年
に
実
施

14

し
た
景
観
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
と
、
国
、
北
海
道
の
動

向
を
踏
ま
え
て
、
景
観
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

技
術
的
な
こ
と
を
専
門
家
の
先
生
に

学
び
な
が
ら
、
慎
重
に
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。

　

条
例
の
内
容
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
景
観
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
こ

と
の
自
覚
に
よ
り
、
上
富
良
野
町
の
美

し
い
景
観
を
守
り
、
発
展
さ
せ
次
代
に

継
承
す
る
た
め
に
、
景
観
づ
く
り
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
組
織
と
し
て
、
景
観
づ
く
り

推
進
会
議
を
設
置
し
、
魅
力
と
誇
り
に

満
ち
た
上
富
良
野
町
の
創
造
と
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
に
あ
た
っ
て
は
、
条
例
の
必
要

性
、
規
制
条
項
を
設
け
る
こ
と
の
是
非
、

地
域
産
業
と
の
整
合
性
な
ど
数
多
く

の
質
疑
が
行
わ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
月
日
は
、
平
成　
16

年
４
月
１
日
で
す
。

魅力魅力とと誇誇りにりに満満ちたちた景観景観にに
―かみふらの景観づくり条例を可決―かみふらの景観づくり条例を可決――

６
回
の
委
員
会
を
開
催
し
策
定
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が
出
て
き
た
場
合
対
応
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
初
の
段
階

か
ら
規
制
等
盛
り
込
む
こ
と
は
想
定
し

な
い
で
、
一
層
景
観
を
創
造
し
て
い
く
こ

と
を
主
眼
に
策
定
し
た
。
今
後
、
制
定
さ

れ
る
国
の
景
観
３
法
の
中
で
、
罰
則
規
定

が
盛
り
込
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
重
点
地
区
の
指
定
に
よ
り
、
規
制
に

つ
い
て
も
対
応
で
き
る
。

問　

景
観
づ
く
り
推
進
会
議
の
委
員
の

選
考
は
。

答　

推
進
委
員
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
お

い
て
募
り
、
女
性
の
登
用
も
図
っ
て
い
き

た
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
大
学
の
先
生
等

専
門
家
の
方
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

新たな生産設備も対象に
～ 企業振興措置条例を一部改正～

　
「
上
富
良
野
町
企
業
振
興
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」を
原
案
の
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
企
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
免
除
等
・
利
子
補

給
・
雇
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
町
が
固
定
資
産
税
の
課
税
の
免
除

を
行
っ
た
場
合
、
地
方
交
付
税
に
よ
り
減
収
補

て
ん
措
置
が
あ
り
ま
し
た
が
、
法
律
の
改
正
に

よ
り
補
て
ん
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
３
年
間
全
額
免
除
等

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
財
政
上
の
理
由
か
ら

２
分
の
１
の
減
免
等
を
行
う
こ
と
に
改
正
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
対
象
範
囲
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経

営
環
境
等
を
考
慮
し
て
新
た
な
生
産
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

�
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人
事
案
件

人
事
案
件

　
「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
を
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
介

護
分
に
つ
い
て
増
額
改
正
す
る
も
の
で
、
こ
れ

は
平
成　

年
度
の
介
護
納
付
金
の
納
付
額
が

１６

平
成　

年
度
と
比
べ
て
２
割
程
度
増
額
す
る

１５

見
込
み
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

介
護
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
負
担
金
、

補
助
金
と
介
護
２
号
保
険
者
（　

歳
〜　

歳
）

４０

６４

の
国
民
健
康
保
険
税
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
現
行
税
率
の
改
正
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　

議
決
に
あ
た
っ
て
は
、
増
額
改
定
の
是
非
、

今
後
の
介
護
保
険
制
度
の
問
題
点
な
ど
に
つ

い
て
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

「
上
富
良
野
町
名
誉
町
民
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
原
案

の
通
り
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
現
在
の
厳
し
い
社
会

経
済
状
況
、
地
方
財
政
の
悪
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
名
誉
町
民
に

対
し
て
給
付
し
て
い
る
名
誉
町
民

年
金
を
、
現
行
年
額　

万
円
か
ら

50

　

万
円
に
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

30
　

施
行
月
日
は
、
平
成　

年
４
月

16

１
日
か
ら
で
す
。

条例・人事案件

国民健康保険税（介護分）改正内容
改正後現　行

1.00％0.75％所 得 割

7.80％5.50％資 産 割

7,200円4,800円均　等　割 (1人)

4,800円3,400円平  等  割 (1世帯)

据え置き80,000円賦 課 限 度 額

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

３
氏
の
再
任
を
同
意

　

本
町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
、
高

士
清
一
氏
、
大
角
勝
美
氏
、
四
釜
富
士
夫
氏
の
３
氏
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
任
期
が
平
成　
16

年
３
月　

日
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回
委
員
全

31

員
が
任
期
満
了
と
な
り
、
町
長
よ
り
再
任
の
提
案
が
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
委
員
会
は
、
固
定
資
産
へ
の
課
税
の
不
服
の
申
し
出

に
応
じ
、
そ
の
内
容
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
は
３
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
任
期
は
３
年
間

で
す
。

人
権
擁
護
委
員

 
岩
井
史
雄
氏
を
適
任
と
答
申

　

人
権
擁
護
委
員
に
岩
井
史
雄
氏
を
適
任
と
答
申
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
権
擁
護
委
員
３
名
の
う
ち
、
同
氏
の
任
期

が
平
成　

年
７
月　

日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
町
長
か
ら

16

31

諮
問
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
長
は
、
住
民
の
中
か
ら
広
く
社
会
の
実
情
に
通
じ
、

人
権
擁
護
に
理
解
の
あ
る

方
を
議
会
の
意
見
を
聞
い

て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
平
成
７
年
８
月

よ
り
人
権
擁
護
委
員
に
就

任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
上
富
良
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
開
設
し
て
１
シ
ー

ズ
ン
を
経
過
し
た
中
で
、
利
用
者
の

利
便
性
を
図
る
た
め
に
、
現
在
は
１

回
の
入
場
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
１
日
券
に
改
正
し
、
団

体
券
は
廃
止
し
ま
し
た
。
回
数
券
、

シ
ー
ズ
ン
券
に
つ
い
て
は
、
現
行
は

町
民
へ
の
発
行
だ
け
で
し
た
が
、
町

外
在
住
者
の
利
用
者
に
対
し
て
も
新

た
に
料
金
を
設
定
し
て
、
利
用
の
促

進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
業
者
の
活
性
化
の
た
め

に
、
利
用
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
出

店
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
た
も
の

で
す
。

国
民
健
康
保
険
税　

　
（
介
護
分
）を
改
正

場
内
へ
の
出
店
も
可
能
に

　
「
上
富
良
野
町
野
菜
価
格
安
定

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
を

原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
野
菜
の
計

画
的
な
生
産
出
荷
を
推
進
す
る
た

め
に
、
基
金
を
設
け
て
運
用
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
農
協
合
併

に
よ
り
富
良
野
管
内
で
生
産
さ
れ

る
野
菜
に
つ
い
て
は
、
国
、
道
が

行
う
野
菜
価
格
安
定
制
度
に
加
入

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

野
菜
価
格
安
定　

　
　

基
金
を
廃
止

名
誉
町
民
の　
　

　
　

年
金
を
減
額

パークゴルフ場の条例改正
｢ １回｣ から｢ １日｣ 単位に

�

岩 井　史 雄 氏
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道が発行している子育てに関する資料道が発行している子育てに関する資料

３
年
間
の
有
期
事
業
と
し
て
考

え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

一
般
財
源
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
の
財
政
構

造
か
ら
し
て
難
し
い
。

　

地
域
再
生
事
業
債
を
利
用
す

　

る
考
え
は

問　

地
域
再
生
事
業
債
を
利
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。
国
の
補

助
金
で
整
備
さ
れ
５
年
以
上
経

ち
、
自
治
体
が
再
生
計
画
に
位

置
付
け
た
も
の
は
、
民
間
転
用

し
て
も
補
助
金
を
返
さ
な
く
て

済
む
特
例
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委

託
も
含
め
考
え
て
は
。

町
長　

こ
の
事
業
債
は
地
域
経

済
の
活
性
化
と
単
独
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
の
が
目
的
。

　

活
用
し
て
も
、
公
債
借
入
残

高
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
、
現

段
階
で
活
用
す
る
考
え
は
な
い
。

問　

こ
れ
を
利
用
す
る
に
は
6

つ
の
ク
リ
ヤ
項
目
が
あ
り
当
て

は
ま
る
事
業
を
起
こ
す
の
は
難

し
い
の
で
は
。

町
長　

地
方
債
の
借
入
は
償
還

で
4
億
ベ
ー
ス
。
今
後
の
財
政

運
営
に
支
障
を
き
た
す
為
、
利

用
す
る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

化
を
進
め
、
今
あ
る　

台
を
減

８６

ら
す
な
ど
の
節
減
を
考
え
て
は
。

町
長　

小
型
化
や
共
用
化
に
つ

い
て
、
現
在
そ
の
方
向
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
リ
ー
ス
バ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、
効
果
が
期
待
で

き
れ
ば
導
入
に
向
け
判
断
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
住
宅

　

リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
助
成
の
施

　

策
を

問　

町
は
今
厳
し
い
情
勢
で
あ

り
、
財
政
難
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
町
内
産
業
の

活
性
化
を
促
す
た
め
に
も
、
町

内
施
工
業
者
を
利
用
し
リ
フ
ォ

ー
ム
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
等
の
施

策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

町
長　

現
在
行
な
わ
れ
て
い
る

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
事
業
か

ら
す
る
と
、
新
た
な
雇
用
創
出

に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　

財
政
状
況
か
ら
実
施
は
困
難

で
あ
る
。

再
質
問　

町
民
に
対
す
る
公
平

性
の
点
か
ら
、
個
人
の
方
も
新

築
、
改
修
し
た
い
と
思
う
わ
け

で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
の　

％
、

１０

最
高　

万
位
等
高
額
で
な
く
、

１０

ポ
ー
ト
体
制
へ
つ
げ
る
、
町
独

自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
広

く
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
連

携
に
よ
る
虐
待
防
止
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
が
必
要
と
認
識
し

て
お
り
、
平
成　

年
中
に
は
立

16

ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
民
の
利
便
性
を
考
え
て
の

　

改
革
を

問　

夜
間
や
休
日
、
時
間
外
に

お
け
る
諸
証
明
の
交
付
に
、　
２４

時
間
１
年
中
開
い
て
い
る
公
共

施
設
で
あ
る
、
消
防
署
を
利
用

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

緊
急
事
態
に
備
え
た
体

制
で
あ
る
消
防
署
は
、
有
事
の

対
応
が
優
先
さ
れ
る
。
現
時
点

で
そ
の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問　

町
税
や
水
道
料
を
コ
ン
ビ

ニ
で
も
納
入
で
き
る
制
度
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

町
税
・
公
共
料
金
の
収

納
が
大
き
く
進
ま
な
い
原
因
が
、

納
税
者
の
経
済
的
要
因
が
多
い
。

制
度
導
入
に
は
電
算
シ
ス
テ
ム

の
更
新
が
必
要
で
、
費
用
対
効

果
の
面
か
ら
制
度
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

公
用
車
の
小
型
化
や
共
用

　

児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
の
実
態
把

　

握
策
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

問　

最
近
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等

で
報
道
さ
れ
て
い
る
児
童
虐
待

や
Ｄ
Ｖ
の
実
態
は
。
ま
た
、
把

握
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

本
年
度
、
通
報
や
育
児

の
悩
み
相
談
に
よ
り
２
件
の
事

例
に
対
応
。
児
童
相
談
所
と
連

携
の
も
と
早
期
に
問
題
解
決
を

し
た
。
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
町

に
は
直
接
的
に
相
談
や
通
報
の

事
例
が
無
い
た
め
、
実
態
は
無

い
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　

Ｄ
Ｖ
の
事
例
は
無
い

と
の
事
だ
が
、
今
は
、
表
面
に

出
て
い
な
い
が
、
配
偶
者
の
暴

力
等
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
い
の
で
は
。
保
健
福
祉
課

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

町
長　

そ
の
よ
う
な
事
態
が
発

生
し
た
と
し
て
も
、
警
察
の
協

力
も
頂
き
早
期
対
応
、
早
期
問

題
解
決
に
向
け
対
処
す
る
。
窓

口
は
保
健
福
祉
課
が
担
当
す
る
。

問　

学
校
、
病
院
、
保
育
所
等
、

現
場
の
職
員
が
被
害
者
を
発
見

し
て
か
ら
、
行
政
や
民
間
の
サ

Ａ
、
平
成　

年
度
に
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
た
い

１６

一 般 質 問一般質問は3月10日・11日に行われ、10人が質問しました。

Q
、
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

　
　
 　
　
　

レ
ン
ス
）の
発
生
予
防
や
実
態
把
握
の
方
策
は



小 野 議 員

�

の
影
響
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問　

我
が
町
の
一
体
性
、
継
続

性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
合
併

し
な
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
思

う
。
財
政
は
合
併
し
て
も
し
な

く
て
も
五
十
歩
百
歩
で
あ
る
。

我
が
町
な
り
に
個
性
の
あ
る
町

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

合
併
し
な
い
で
生
き
残
れ
る
道

は
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

町
長　

我
が
町
を
取
り
巻
く
近

隣
の
市
町
村
の
状
況
か
ら
、
合

併
協
議
の
機
会
が
な
い
現
段
階

で
は
、
必
然
的
に
自
主
自
立
の

道
に
軸
足
を
置
い
た
中
で
、
町

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問　

貧
し
く
て
も
歴
史
あ
る
我

が
町
を
残
す
た
め
に
、
合
併
協

議
会
に
は
参
加
せ
ず
に
、
広
域

連
合
で
事
務
処
理
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
い
か
が
お
考
え
か
。

町
長　

単
独
で
の
道
に
軸
足
を

置
い
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
も
、
行
財
政
の
効
率
化
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
富
良
野
圏
域
に
お
い

て
、
広
域
連
合
準
備
室
の
設
置

に
つ
い
て
は
凍
結
状
態
で
あ
る

が
、
今
後
も
広
域
行
政
の
推
進

を
圏
域
の
市
町
村
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

再
質
問　

市
町
村
合
併
に
つ
い

て
、
今
後
の
財
政
状
況
等
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
、

町
民
に
対
し
て
広
報
等
を
通
じ

て
情
報
公
開
す
べ
き
で
は
。

町
長　

以
前
に
道
が
作
っ
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
本
町
の
中

長
期
財
政
計
画
で
立
て
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
町
広
報

で
説
明
し
て
き
た
。

　

今
後
三
位
一
体
改
革
で
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
予
測

で
き
ず
、
非
常
に
見
定
め
が
難

し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

財
政
の
見
通
し
、
将
来
の
町
づ

く
り
の
目
指
す
方
向
性
等
に
つ

い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

を
申
し
上
げ
、
自
立
の
道
を
選

ぶ
の
か
、
合
併
の
道
を
選
ぶ
の

か
の
、
判
断
材
料
を
提
起
し
て

い
く
よ
う
、
最
大
限
の
資
料
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。

　

給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ

　

い
て

問　

児
童
生
徒
の
中
に
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
を
持
っ
た
子
供

も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
る
と
思

う
。
そ
れ
ら
の
お
子
さ
ん
に
つ

　

町
村
合
併
に
つ
い
て

問　

補
助
金
の
廃
止
･
縮
減
、

地
方
交
付
税
の
見
直
し
、
税
源

の
移
譲
を
す
る
三
位
一
体
の
改

革
は
、
我
々
の
期
待
す
る
方
向

に
は
至
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。

　

町
長
は
三
位
一
体
改
革
が
ど

の
よ
う
に
実
現
す
る
と
お
考
え

か
。
ま
た
、
そ
の
実
現
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

議
員
の
認
識
と
同
様
に
、

地
方
が
求
め
て
い
る
内
容
と
大

き
く
か
け
離
れ
て
い
る
と
強
く

感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
、
一
般
財
源
化
さ

れ
た
国
庫
補
助
負
担
金
を
見
て

も
、
そ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
実

施
す
る
か
否
か
の
裁
量
の
余
地

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
負
担
の

移
譲
の
感
を
強
く
持
た
ざ
る
を

得
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
引
き
続
き
実
行
さ

れ
る
三
位
一
体
改
革
の
実
現
性

に
つ
い
て
は
、
今
の
段
階
で
は

述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

来
年
以
降
に
お
い
て
削
減
さ
れ

る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
、
税
源
移
譲

さ
れ
る
税
目
等
、
地
方
財
政
へ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

教
育
長　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
っ
た
児
童
生
徒
は
年
々
増
加

の
傾
向
に
あ
る
。
平
成
４
年
度

よ
り
、
食
事
性
ア
レ
ル
ギ
ー
の

原
因
食
品
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。

　

平
成　

年
度
は
、　

名
の
食

15

14

事
性
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生
徒

が
い
る
が
、
学
校
、
保
護
者
と

連
携
し
な
が
ら
、
牛
乳
の
代
替

え
と
し
て
お
茶
を
出
す
と
か
、

パ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
脱
脂
粉

乳
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
、
パ
ン
を

お
に
ぎ
り
に
変
え
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に

配
慮
し
、
給
食
を
提
供
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
毎
月
発
行
の
給

食
だ
よ
り
で
、
献
立
内
容
を
周

知
し
て
、
体
質
に

合
っ
た
給
食
を

提
供
す
る

よ
う
に
配

慮
す
る
。

一 般 質 問

議員が自主的に研修している｢ 町づくり研究会議員が自主的に研修している｢ 町づくり研究会｣｣

Ａ
、
広
域
行
政
の
推
進
を
圏
域
に
働
き
か
け
た
い

Q
、
合
併
せ
ず
に
広
域
連
合
を
進
め
て
は
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体制維持がのぞまれる町立病院体制維持がのぞまれる町立病院

あ
げ
る
の
が
難
し
い
。
交
付
税

が
減
っ
て
く
る
中
、
経
費
の
削

減
等
対
応
を
図
り
、
健
全
経
営

に
努
力
す
る
。

　

院
外
処
方
の
件
に
つ
い
て
は
、

　

％
の
院
外
処
方
は
入
院
患
者

１００も
い
る
た
め
不
可
能
で
あ
る
。

　

薬
剤
師
は
過
去
３
人
で
あ
っ

た
が
、
今
は　

の
数
値
に
な
っ

１.１

て
お
り
、
２
名
体
制
で
の
院
内

処
方
で
あ
る
。 

病
院
事
務
長　

欠
損
金
の
発
生

時
期
に
つ
い
て
は
、
昭
和　

年
59

度
か
ら
発
生
し
て
い
る
。　

　

ま
た
、
医
師
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
常
勤
４
人
、
医
大
等
か

ら
の
出
張
医
で
の
一
日
診
療
、

救
急
医
療
の
日
直
、
宿
直
、
Ｃ

Ｔ
の
読
撮
等
で
実
人
員
合
わ
せ

て　

人
と
な
る
。

１.１

　

町
立
病
院
の
医
療
体
制
に
つ

　

い
て

問　

町
立
病
院
の
名
義
借
り
が

問
題
に
な
っ
た
が
、
病
院
の
医

療
体
制
は
医
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
そ
の
他
技
師
の
定
数

等
医
療
基
準
に
適
し
た
運
営
か
。

　

ま
た
、
病
床
数
に
つ
い
て
内

容
の
報
告
を
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

現
在
標
準
医
師
数
の　
７０

％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　

％
以

６０

下
で
適
用
さ
れ
る
診
療
報
酬
の

減
算
措
置
は
な
い
。
看
護
師
、

看
護
補
助
者
、
薬
剤
師
は
、
施

設
基
準
に
適
合
し
て
い
る
。

再
質
問　

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
、

医
療
技
術
職
員
は
、
施
設
基
準

に
適
合
し
た
人
員
配
置
で
、
ど

の
よ
う
な
部
署
で
技
師
が
何
名

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
長　

技
術
職
員
の
配

置
の
状
況
は
、
薬
剤
師
２
名
、

理
学
療
法
士
１
名
、
管
理
栄
養

士
２
名
、
放
射
線
技
師
２
名
、

臨
床
検
査
技
師
２
名
等
で
あ
る
。

病
床
数
は
、
一
般
病
床　

床
、

４４

療
養
型　

床
、
そ
の
内
医
療
型

３６

　

床
、
介
護
病
床　

床
で
あ
る
。

1６

２０

　

農
産
物
の
認
証
制
度
を

問　

蔓
延
を
防
ぐ
対
策
が
急
が

れ
る
、
肉
牛
の
狂
牛
病
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、
食
料
の
安

全
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
地
産

地
消
が
求
め
ら
れ
る
中
、
農
業

団
体
、
農
業
技
術
者
、
行
政
が

一
体
と
な
り
、
農
産
物
の
認
証

制
度
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考

え
る
。
消
費
者
に
安
心
し
て
買

い
求
め
て
も
ら
え
る
証
と
な
る

レ
ッ
テ
ル
が
必
要
。
地
場
産
の

　

町
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

問　

町
立
病
院
は
、
多
額
の
一

般
財
源
を
投
入
し
、
運
営
を
行

な
っ
て
い
る
。
平
成　

年
度
の

１６

一
般
財
源
投
入
額
は
。

町
長　

病
院
運
営
の
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
、
平

成　

年
度
予
算
で
、
約
２
億
５

１６
千
万
円
で
あ
る
。
病
院
事
業
に

国
か
ら
交
付
税
が
、
平
成　

年
１５

に
お
い
て
は
１
億
２
千
万
円
交

付
さ
れ
、
約
１
億
３
千
万
円
程

度
は
町
独
自
の
負
担
で
あ
る
。

　

町
民
一
人
当
た
り
の
年
間
負

担
額
は
約
１
万
円
で
あ
る
。

再
質
問　

病
院
事
業
会
計
報
告

書
余
剰
金
計
算
書
の
欠
損
金
、

６
億
７
千　

万
円
、
こ
の
欠
損

３７０

額
は
何
年
頃
か
ら
か
。

　

ま
た
、
今
後
、
純
利
益
と
し

て
繰
り
入
れ
し
て
い
け
る
見
通

し
と
、
健
全
経
営
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
薬
剤
の
投
与
は
全
部

民
間
薬
局
に
お
任
せ
し
た
ら
経

費
削
減
に
な
る
の
で
は
。　
　

　

医
師
は
内
科
３
人
、
外
科
１

人
と
認
識
し
て
い
る
が
、
標
準

数
で
の
医
師
確
保
の
内
容
は
。

町
長　

自
治
体
病
院
は
利
益
を

食
料
に
対
す
る
認
証
制
度
に
つ

い
て
、
町
長
の
見
解
を
求
め
る
。

町
長　

消
費
者
の
食
に
対
す
る

安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
る
中
、

輸
入
野
菜
の
残
留
毒
性
、
無
登

録
農
薬
の
使
用
な
ど
不
信
・
不

満
が
高
ま
っ
て
い
る
。
情
報
開

示
を
行
い
、
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ

ー
ジ
を
販
売
戦
略
と
し
て
、
ふ

ら
の
エ
コ
フ
ー
ド
の
認
証
制
度

を
位
置
付
け
、
信
頼
を
得
る
努

力
を
す
る
。
富
良
野
５
市
町
村

の
関
係
機
関
で
協
議
し
、
認
証

制
度
の
確
立
に
努
め
て
い
く
。

再
質
問　

農
家
が
丹
精
こ
め
て

育
て
収
穫
し
た
食
料
品
を
、
消

費
者
に
買
い
求
め
て
も
ら
う
た

め
、
農
産
物
の
認
証
制
度
は
必

要
。
農
薬
検
知
な
ど
を
含
め
た

施
設
の
導
入
を
し
、
制
度
の
確

立
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

認
証
制
度
、
エ
コ
フ
ー

ド
に
つ
い
て
、
検
知
な
ど
を
含

め
た
、
施
設
の
導
入
等
、
Ｊ
Ａ

と
協
議
を
進
め
、
沿
線
５
市
町

村
の
中
で
幹
事
会
を
結
成
し
、

協
調
を
図
り
な
が
ら
推
進
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

Ａ
、
施
設
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、更
に
健
全
化
に
努
力
す
る

Q
、
町
立
病
院
の
運
営
と
医
療
体
制
は
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発
行
に
よ
り
、
必
要
薬
剤
師
数

は　

人
前
後
な
の
で
、
余
剰
薬

１.2
剤
師
に
よ
る
薬
剤
管
理
指
導
に

よ
り
、
病
院
収
益
増
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長　

①
従
前
は
外
来
患
者
さ

ん
の
希
望
者
等
々
の
中
で
対
応

し
て
い
た
が
、
８
月
か
ら
基
本

的
に
全
面
院
外
処
方
箋
の
発
行

が
、
件
数
の
上
昇
要
因
で
あ
る
。

②
院
外
処
方
の
推
進
に
よ
り
、

薬
剤
師
の
業
務
が
減
じ
、
入
院

患
者
に
薬
剤
管
理
指
導
業
務
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
院

収
入
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
よ

り
一
層
そ
の
推
進
を
図
る
。

③
薬
剤
指
導
業
務
の
推
進
は
、

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
義
務
と

認
識
し
て
い
る
。
私
と
し
て
も
、

遅
き
に
至
る
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
是
正

し
そ
の
対
応
を
進
め
、
病
院
収

益
の
向
上
に
努
力
す
る
よ
う
、

今
後
も
十
分
指
導
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
の
質
問

問　

富
良
野
協
会
病
院
の
改
築

計
画
に
伴
う
、
建
設
予
定
地
と

資
金
計
画
案
に
つ
い
て
。

問　

道
々
吹
上
上
富
良
野
線
の

中
茶
屋
ゲ
ー
ト
閉
鎖
に
つ
い
て
。

町
長　

①
平
成　

年
度
の
院
外

15

処
方
箋
の
発
行
状
況
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

②
平
成　

年
1
月
の
薬
剤
師
数

１６

算
出
基
礎
に
基
づ
い
た
薬
剤
師

数
は　

人
で
あ
る
。

１.１

③
薬
剤
管
理
指
導
業
務
の
実
施

状
況
は
、
9
月
は
２
人
で
2
件
、

そ
の
後
は
、
業
務
を
進
め
て
い

る
中
で
障
害
事
項
に
直
面
し
、

そ
の
問
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
、
本
年
３
月
よ
り

病
棟
に
お
け
る
服
薬
管
理
指
導

業
務
を
再
開
し
た
。

再
質
問　

①
院
外
処
方
箋
の
発

行
率
が
平
成　

年
度
・　

年
度

１３

１４

が　

〜　

％
台
と
推
移
し
、
平

５０

６０

成　

年
6
月
〜
７
月
が　

％
台
、

15

７０

8
月
〜　

年
1
月
が　

％
台
と

16

９０

一
挙
に
上
昇
し
、
病
院
内
で
の

　

町
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

問　

町
立
病
院
の
薬
の
院
外
処

方
箋
発
行
が
、
平
成　

年
２
月

１３

か
ら
町
長
の
強
い
指
示
に
よ
り

実
施
さ
れ
、
３
年
が
経
過
し
た

が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

①
院
外
処
方
箋
の
発
行
率
は
、

平
成　

年
度
は　

％
、
平
成　

１３

５０.６

１４

年
度
は　

％
、
と
若
干
上
昇
し

５９.２

て
い
る
が
、
平
成　

年
度
の
発

１５

行
率
の
状
況
は
。

②
院
外
処
方
箋
の
発
行
率
が
上

昇
す
れ
ば
、
基
準
の
必
要
薬
剤

師
数
は
減
じ
て
く
る
が
、
以
前

定
例
町
議
会
で
の
私
の
質
問
に
、

平
成　

年
2
月
末　
　

人　

平

14

1.67

成　

年　

月
末　
　

人　

平
成

14

10

１.５７

　

年
7
月
末　
　

人
と
答
弁
さ

１５

１.２３

れ
て
い
る
が
、
平
成　

年
1
月

16

末
で
の
、
必
要
薬
剤
師
数
は
。

③
院
外
処
方
箋
の
発
行
率
の
上

昇
に
よ
り
、
薬
剤
師
の
業
務
が

減
じ
ら
れ
た
部
分
を
、
入
院
患

者
さ
ん
の
皆
さ
ん
へ
の
薬
剤
管

理
指
導
の
業
務
を
す
べ
き
と
、

私
は
再
三
申
し
上
げ
て
き
た
が
、

平
成　

年
９
月
か
ら
実
施
し
て

15

い
る
と
、
平
成　

年
９
月
定
例

１５

町
議
会
で
答
弁
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
施
状
況
は
。

中 村 議 員

院外処方箋の発行が進んだ町立病院薬局院外処方箋の発行が進んだ町立病院薬局

一 般 質 問

Ｑ
、
町
立
病
院
の
院
外
処
方
箋
の
発
行
状
況
と

　
　
　
　
　

入
院
患
者
へ
の
薬
剤
管
理
指
導
業
務
の
実
態
は

A
、
院
外
処
方
箋
の
発
行
率
は　

％
で
推
進

９３

　
　
　
　
 　
　
　

薬
剤
管
理
指
導
業
務
は
中
断
し
、
３
月
に
再
開

様
々
な
努
力
が
伺
え
る
が
、
そ

の
要
因
は
何
か
。

②
必
要
薬
剤
師
数
は
、
前
一
年

の
数
値
を
平
均
化
す
る
が
、
平

成　

年　

月
の
発
行
率　

％
で

１５

１０

９５.３

は　

人
、
平
成　

年
1
月
の
発

０.９２

１６

行
率　

％
で
は　

人
で
あ
る
が
、

９１.８

１.１

こ
の
数
値
を
町
長
は
ど
う
判
断

し
て
い
る
か
所
見
を
伺
う
。

③
薬
剤
管
理
指
導
業
務
の
実
施

年
月
の
質
問
に
、
平
成　

年
４

14

月
、　

年　

月
、　

年
4
月
、

14

10

15

　

年
９
月
と
、
実
施
年
月
日
を

15言
明
し
な
が
ら
、
4
回
も
変
更

し
、
そ
の
延
期
理
由
は
、「
薬
剤

師
と
医
師
、
看
護
師
間
に
お
け

る
手
法
の
調
整
に
時
間
を
要
し

た
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、　

年
１５

９
月
〜　

月
実
施
し
た
ら
「
障

10

害
事
項
に
直
面
し
、
そ
の
問
題

解
消
に
取
り
組
ん
で
、
本
年
3

月
に
再
開
し
た
」
で
は
、
今
ま

で
真
剣
に
調
整
を
し
て
い
た
の

か
と
疑
い
た
く
な
る
。　

年
９

15

月
議
会
で
「
薬
剤
管
理
指
導
料

は
1
件
3
千　

円
で
、
一
ヶ
月

５００

　

万
円
く
ら
い
、
年　

万
円
位

17

２００

の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
」
と
説

明
さ
れ
た
が
、
現
在
薬
剤
師
は

２
名
配
置
さ
れ
、
院
外
処
方
箋

発行率発行件数月 別

65.8%1,593件１５年４月

74.8%1,777　６月

93.6%2,094　８月

95.3%2,368　10月

94.1%2,382　12月

91.8%2,072　１6年１月
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市町村合併は町の大きな課題市町村合併は町の大きな課題

を
提
案
す
る
考
え
は
な
い
。
ま

た
、
平
成　

年
３
月
ま
で
の
特

１７

例
法
期
間
内
の
合
併
は
、
考
え

て
い
な
い
。
何
度
も
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、
自
治
体
の
大
切
な

カ
マ
ド
で
あ
る
財
政
運
営
が
優

先
さ
れ
る
。
今
後
は
町
民
の
皆

さ
ん
に
は
受
益
者
負
担
の
原
則

に
従
い
、
応
分
の
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
。
そ
れ
か
ら
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
行
政
改

革
推
進
事
務
局
を
つ
く
り
提
示

し
て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

問　

先
の
新
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
の

日
米
中
韓
の
高
校
生
の
意
識
調

査
に
よ
る
と
、「
男
は
男
ら
し

く
」
で
は
順
に　

％
、　

％
、

４３

６４

　

％
、　

％
で
あ
り
、「
女
は
女

７５

５５

ら
し
く
」
で
は
順
に　

％
、　

２８

５８

％
、　

％
、　

％
で
、
更
に
「
結

７２

４８

婚
前
は
純
潔
を
守
る
べ
き
」
で

は
、　

％
、　

％
、　

％
、　

３３

５２

７５

７４

％
で
あ
る
。
解
説
で
は
「
こ
れ

は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

に
よ
り
、
日
本
の
若
者
の
意
識

が
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ

る
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
報
道

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
か

つ
条
例
制
定
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

町
長　

男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
条
例
制
定
に

つ
い
て
も
今
し
ば
ら
く
調
査
研

究
す
る
。

再
質
問　

杞
憂
す
べ
き
は
、「
女

は
女
ら
し
く
」が　

％
、「
結
婚

２８

前
は
純
潔
を
守
る
」
が　

％
で

３３

あ
る
。
こ
こ
で
、
更
に
こ
れ
を

助
長
し
て
い
る
の
が
携
帯
電
話

で
あ
る
。
そ
の
有
害
性
を
大
人

が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
携
帯
電
話
の

有
害
性
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て

い
る
方
か
ら
、
親
、
中
学
生
に

対
し
教
育
講
習
等
を
さ
れ
て
は

い
か
が
か
、
お
聞
き
す
る
。

教
育
長　

い
つ
も
言
っ
て
い
る

が
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
一
丸
と
な
り
、
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
が
育
て
る
と
い
う
こ

と
で
意
識
を
持
っ
て
、
全
力
で

問
題
解
決
に
あ
た
る
。

新
規
事
業
空
き
店
舗
に
つ
い
て

問　

新
規
事
業
空
き
店
舗
の
活

用
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
総
合
計

画
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
思
い
つ
き
か
。
ま
た
、

事
業
成
果
、
特
に
事
前
評
価
は

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

問　

町
長
は
特
例
法
期
間
の
平

成　

年
３
月
ま
で
は
、
合
併
し

１７
な
い
と
自
立
宣
言
を
し
て
い
る

が
、
自
立
の
た
め
に
痛
み
が
伴

う
町
政
を
は
っ
き
り
町
民
に
言

う
べ
き
で
あ
る
。
各
種
手
数
料
、

使
用
料
は
い
た
だ
く
、
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
も
使
用

料
は
い
た
だ
く
、
税
金
も
含
め

て
値
上
げ
を
す
る
。
し
か
し
町

民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
す
る
。
更

に
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
町
長
、

三
役
、
公
職
者
、
議
員
、
職
員

を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
説
明

し
て
か
ら
、
合
併
の
是
非
を
住

民
に
聞
い
て
は
い
か
が
か
。
住

民
投
票
の
是
非
を
お
聞
き
す
る
。

町
長　

住
民
投
票
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
い
ろ
い
ろ
手
段
は
あ
る
が
、

私
は
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

の
方
向
性
を
信
頼
し
た
い
。
私

が
住
民
投
票
と
い
う
事
は
、
議

員
の
考
え
と
反
対
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
将
来
住
民
投
票
が

必
要
な
場
合
は
、
当
然
住
民
投

票
条
例
が
必
要
と
な
り
、
議
会

の
議
決
後
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
現
時
点
で
は
私
か
ら
条
例

実
施
し
た
の
か
、
企
画
倒
れ
に

は
な
ら
な
い
か
、
数
値
を
持
っ

て
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

商
工
会
が
実
施
す
る
空

き
店
舗
活
用
に
つ
い
て
は
、
第

４
次
総
合
計
画
に
位
置
付
け
さ

れ
て
い
る
。
事
業
評
価
に
つ
い

て
は
、
当
初
３
年
を
目
処
と
し

て
い
る
。
運
営
は「
タ
ン
ポ
ポ
」

に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、
趣

味
の
工
芸
品
販
売
、
地
場
産
品

の
販
売
等
の
収
益
か
ら
の
使
用

料
金
で
賄
っ
て
い
く
。　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
非
営
利
団
体

を
言
う
が
、
収
益
を
あ
げ
る
空

き
店
舗
に
入
る
の
は
紛
ら
わ
し

く
、
馴
染
ま
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　

タ
ン
ポ
ポ
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
担
当
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

タ
ン
ポ
ポ
は
空
き
店
舗

に
週
２
回
託
老
所
を
開
設
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の
会
の
団

体
利
用
に
よ
り
、
周
辺
商
店
街

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
を

意
と
し
て
い
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者

に
運
営
を
お
願
い
す
る
。

一 般 質 問

Ａ
、
住
民
投
票
の
考
え
は
な
い

Q
、
市
町
村
合
併
は
住
民
投
票
で



�

進
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
職
員
も
財
政
投
資
を

し
た
装
備
を
有
効
に
利
用
し
行

政
効
率
に
対
応
す
る
よ
う
に
指

導
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
組
織
変
更
す
る
グ
ル

ー
プ
の
中
か
ら
の
意
見
を
改
善

策
等
の
提
言
な
ど
も
含
め
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
り
新

た
な
ル
ー
ル
の
策
定
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

再
々
質
問　

全
て
の
情
報
は
、

町
長
に
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
と
感
じ
る
が
。

町
長　

今
後
、
住
民
か
ら
所
管

に
上
が
っ
て
来
た
意
見
は
、
全

て
決
裁
を
受
け
る
よ
う
、
十
分

に
指
示
徹
底
す
る
。
と
と
も
に

自
分
も
メ
ー
ル
等
を
見
る
よ
う

に
勉
強
を
し
て
い
く
。

り
町
長
と
職
員
間
の
連
絡
方
法

が
大
き
く
進
化
し
た
。
今
後
の

情
報
の
共
有
に
対
す
る
考
え
方

を
伺
う
。

町
長　

平
成　

年
度
の
総
務
省

15

補
助
事
業
に
よ
り
役
場
、
学
校
、

病
院
、
公
民
館
な
ど　

公
共
施

16

設
を
無
線
L
A
N
で
結
ぶ
公
共

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ

た
。
４
月
か
ら
の
正
式
運
用
に

備
え
、
住
民
に
提
供
す
る
行
政

情
報
、
町
民
交
流
掲
示
板
、
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
充
実

を
図
り
、
行
政
事
務
に
お
い
て

財
務
会
計
、
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

シ
ス
テ
ム
の
稼
動
、
電
子
メ
ー

ル
、
電
子
回
覧
、
掲
示
板
使
用

に
よ
る
事
務
能
力
向
上
の
模
索

と
実
践
を
重
ね
て
い
る
。

再
質
問　

町
民
の
声
、
職
員
の

案
件
等
に
町
長
自
信
が
ど
の
様

に
相
互
情
報
を
活
用
す
る
の
か
。

町
長　

住
民
の
情
報
の
広
聴
に

つ
い
て
は
、
町
民
ポ
ス
ト
、
メ

ー
ル
が
届
い
て
い
る
そ
れ
ら
に

関
し
て
全
て
決
済
を
し
、
返
事

の
対
応
を
し
て
担
当
に
返
し
て

い
る
。
今
後
も
メ
ー
ル
、
町
民

ポ
ス
ト
等
、
行
政
に
対
す
る
住

民
の
意
見
が
伝
わ
る
よ
う
に
促

欠
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長　

人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、

職
員
自
ら
の
意
識
確
認
の
意
味

か
ら
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、

そ
の
考
え
方
か
ら
人
事
異
動
の

対
応
を
図
っ
て
き
た
。
昇
格
人

事
に
つ
い
て
も
年
功
序
列
だ
け

で
は
な
く
個
々
の
能
力
を
見
定

め
て
対
応
し
て
き
た
。
今
後
に

お
い
て
は
勧
奨
退
職
、
役
職
定

年
、
昇
任
、
降
任
の
希
望
に
対

処
し
な
が
ら
人
事
管
理
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
指
示
し
そ
の
方

向
性
で
進
め
て
い
く
。

　

専
門
職
、
若
手
の
新
規
採
用

は
厳
し
い
財
政
の
折
、
新
規
採

用
を
極
力
抑
え
て
い
き
、
定
年

退
職
を
も
っ
て
職
員
の
削
減
を

図
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
が
、

将
来
を
見
据
え
て
重
要
な
事
と

認
識
し
て
い
る
。

再
々
質
問　

部
下
か
ら
の
投
票

人
事
の
考
え
は
無
い
の
か
。

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
は

無
い
。
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

早
急
整
備
を
考
え
て
い
る
。

　

庁
舎
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整

　

備
の
活
用
は

問　

情
報
化
社
会
の
中
、
行
政

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
開
設
に
よ

　

新
た
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

　

購
入
の
考
え
は

問　

新
年
度
の
組
織
機
構
改
革

に
伴
う
職
員
人
事
に
お
い
て
、

管
理
職
の
登
用
に
職
員
の
投
票

制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
無
い

か
。

　

ま
た
、
新
規
採
用
者
の
時
期
、

人
数
等
は
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　

管
理
職
の
登
用
に
当
た

り
、
人
事
評
価
投
票
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
考
え
は
持
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
職
員
の
資
質

を
高
め
る
た
め
能
力
評
価
の
基

準
づ
く
り
を
は
じ
め
、
役
職
定

年
制
度
、
希
望
昇
任
、
希
望
降

任
制
度
を
念
頭
に
置
い
た
人
事

制
度
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
職

員
数
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
進

め
て
い
く
。

再
質
問　

選
考
す
る
部
下
の
責

任
と
選
ば
れ
た
上
司
の
緊
張
感

の
為
に
も
、
更
に
は
若
い
優
秀

な
管
理
職
の
誕
生
の
た
め
に
も

投
票
制
度
は
必
要
と
考
え
る
が
。

　

ま
た
、
空
洞
化
抑
止
の
た
め

に
も
若
い
職
員
の
補
充
は
不
可

金 子 議 員

機構改革により再編された役場庁舎２F機構改革により再編された役場庁舎２F

一 般 質 問

Q
、
職
員
の
投
票
に
よ
る
管
理
職
の
登
用
制
度
の
導
入
は

A
、
投
票
の
導
入
は
し
な
い
が
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
期
導
入
を
考
え
て
い
る



Q
、
財
政
の
見
直
し
と
い
う
な
ら
収
入
役
制
度
や
町
長
車
の
廃
止 
を

Ａ
、
収
入
役
制
度
や
町
長
車
の
問
題
も
聖
域
な
き
改
革
を
し
た
い

米 沢 議 員

�

行財政改革に向けた町民アンケート行財政改革に向けた町民アンケート

に
そ
の
意
見
が
伝
え
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
、

事
業
者
等
か
ら
何
ら
か
の
動
き

が
あ
っ
て
も
、
地
域
の
意
見
を

尊
重
し
、
対
応
し
た
い
。

　

介
護
保
険
税
率
の
据
え
置
き

　

で
軽
減
対
策
を

問　

介
護
保
険
税
率
の
据
え
置

き
で
、
町
民
負
担
の
軽
減
を
。

町
長　

市
町
村
独
自
の
算
定
裁

量
が
入
り
込
む
余
地
は
な
く
、

加
え
て
本
町
介
護
保
険
会
計
の

動
き
と
と
も
に
、
直
接
連
動
し

な
い
制
度
で
も
あ
り
、
全
国
の

２
号
被
保
険
者
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
町
が
補
填

を
す
る
考
え
は
な
い
。

　

一
時
保
育
や
延
長
保
育
の
完

　

全
実
施
を

問　

一
時
保
育
や
延
長
保
育
の

完
全
実
施
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
延
長
保
育
へ
の
志
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
西
保
育
所
で
本

年
度
試
行
的
に
実
施
し
て
、
他

の
二
つ
の
保
育
所
に
つ
い
て
も
、

そ
の
成
果
を
見
極
め
な
が
ら
、

受
け
入
れ
態
勢
が
と
れ
る
か
否

か
の
検
討
を
し
た
い
。

　

ド
レ
ミ
キ
ッ
ズ
の
会
に
対
す

　

る
支
援
策
を

問　

母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
を
終

了
し
た
児
童
の
保
護
者
で
構
成

す
る
ド
レ
ミ
キ
ッ
ズ
の
会
に
支

援
策
が
必
要
で
は
。　

町
長　

障
害
の
あ
る
お
子
様
の

た
め
に
、
自
主
的
に
学
習
交
流

を
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
居
宅

生
活
支
援
事
業
と
し
て
の
位
置

付
け
が
可
能
か
ど
う
か
、
保
護

者
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
方
も
十

分
お
聞
き
し
な
が
ら
、
町
と
し

て
の
支
援
策
を
検
証
し
て
ま
い

り
た
い
。

再
質
問　

子
ど
も
達
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
教
材
の
確
保
と
指

導
体
制
の
充
実
を
望
ん
で
い
る

が
、
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

行
政
が
何
が
で
き
る
か

を
十
分
認
識
し
な
が
ら
、
お
母

さ
ん
方
の
気
持
ち
を
育
て
ら
れ

る
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
等
の
公
共
施
設
等
の
耐

　

震
診
断
の
実
施
と
改
修
を

問　

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
診

断
の
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
公
民

館
の
耐
震
補
強
体
制
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。　

　

収
入
役
制
度
や
町
長
車
の
廃

　

止
を

問　

財
政
の
見
直
し
と
い
う
な

ら
、
収
入
役
制
度
や
町
長
車
の

廃
止
、
清
掃
業
務
な
ど
の
外
注

部
門
を
自
前
で
で
き
る
も
の
は

自
前
で
し
て
は
。　

町
長　

行
政
運
営
の
方
法
や
財

政
構
造
を
改
め
る
こ
と
に
な
り
、

議
員
ご
提
案
の
事
も
含
め
て
、

改
善
検
討
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
多
く
の
町
民
の
皆

様
か
ら
も
、
広
報
紙
を
通
じ
て

意
見
を
募
集
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

町
長
車
と
収
入
役
制

度
の
廃
止
を
実
施
す
る
と
い
う

こ
と
で
確
認
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

町
長　

収
入
役
制
度
、
町
長
車

の
問
題
、
公
用
車
の
問
題
も
全

て
含
め
た
中
で
改
革
に
向
け
て

努
力
し
た
い
。
町
の
状
況
に
あ

っ
た
財
政
構
造
に
改
革
を
進
め

た
い
。

　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建

　

設
中
止
の
考
え
を
明
確
に

問　

地
域
住
民
か
ら
、
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
建
設
中
止
要
請

の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
。

町
長　

地
域
で
は
、
反
対
で
あ

る
と
意
思
統
一
さ
れ
、
事
業
者

教
育
長　

本
町
に
お
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
該
当
校
舎
、
体

育
館
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
な
い
現
状
で
あ
り
、
早
期
に

耐
震
診
断
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。　

年
度
に
公
民
館
施
設
の

１７

大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
す
る

計
画
で
、
施
設
の
耐
震
補
強
の

問
題
も
含
め
、
危
険
解
消
と
安

全
対
策
に
最
善
の
対
応
を
図
り

た
い
。

再
質
問　

予
算
が
な
い
か
ら
耐

震
診
断
が
で
き
な
い
と
い
う
問

題
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。　

教
育
長　

命
の
大
切
さ
と
い
う

点
で
は
、
放
置
で
き
な
い
重
要

な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

町
独
自
の
子
ど
も
の
権
利
条

　

例
の
制
定
を

問　

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

達
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を
。

教
育
長　

町
の
条
例
制
定
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
や
権
利
の
理
解
の
み
な

ら
ず
、
健
全
育
成
の
関
心
が
高

ま
り
、
社
会
へ
の
参
画
機
会
の

促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
条
例
制
定
に
努
力
し

た
い
。

一 般 質 問
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一 般 質 問

巻
き
込
ん
だ
事
件
が
増
加
し
、

凶
悪
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
児
童
・
青
少
年

が
健
や
か
に
育
つ
事
は
私
た
ち

の
願
い
で
あ
り
、
育
ち
ゆ
く
環

境
改
善
を
図
る
事
は
行
政
の
責

務
で
あ
る
。
育
成
団
体
助
成
を

含
め
い
か
な
る
施
策
を
持
っ
て

対
応
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

各
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
を
育
む
事
は
、

意
識
の
共
有
で
あ
り
、
現
在
、

各
関
係
団
体
に
よ
り
情
報
の
交

換
や
巡
視
活
動
、
青
少
年
の
参

加
活
動
等
が
精
力
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
は
活

動
に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
提

供
が
何
よ
り
大
切
と
考
え
て
お

り
、
役
割
を
果
た
し
た
い
。

再
質
問　

育
成
団
体
助
成
の
答

え
が
無
い
が
、
誠
意
を
持
っ
て

お
答
え
頂
き
た
い
。

町
長　

各
組
織
が
活
動
を
展
開

す
る
為
に
必
要
な
計
画
の
資
金

援
助
に
は
そ
の
事
業
を
精
査
し

て
財
政
的
に
厳
し
い
が
、
議
員

と
同
様
に
育
成
の
重
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
事
業
内

容
に
よ
り
応
分
の
助
成
を
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
長　

国
で
は
次
世
代
育
成
支

援
対
策
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、

子
育
て
を
行
う
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
児

童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
を
さ

ら
に
小
学
校
３
年
生
ま
で
に
引

き
上
げ
る
予
定
で
あ
り
、
国
の

制
度
に
そ
っ
て
推
進
し
て
い
く
。

問　

将
来
を
考
え
た
場
合
、
最

優
先
課
題
と
し
て
行
政
が
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、
町
の
将
来
は

無
い
。
と
い
っ
て
も
過
言
で
な

い
と
考
え
る
が
、
新
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
の
中
で
ど
の
様
に
位
置

付
け
、
対
応
す
る
考
え
か
伺
い

た
い
。

町
長　

国
の
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
に
基
づ
き
地
域
に

お
け
る
子
育
て
の
支
援
や
母
性
、

乳
児
等
の
健
康
の
確
保
、
子
供

の
心
身
の
健
や
か
成
長
に
資
す

る
教
育
環
境
の
整
備
等
７
項
目

を
柱
と
し
て
ニ
ー
ズ
量
や
実
施

時
期
、
財
政
状
況
を
見
極
め
子

育
て
支
援
策
の
実
行
プ
ラ
ン
を

作
成
し
た
中
で
、
少
子
化
対
策

の
推
進
に
も
努
め
て
い
く
。 

　

児
童
・
青
少
年
健
全
育
成
施

　

策
に
つ
い
て

問　

近
年
、
児
童
・
青
少
年
を

　

組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て

問　

将
来
的
な
機
構
縮
小
規
模

目
標
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
、
経
済
効
果
等
々
を
詳
細
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

町
長　

現
行
体
制
を
再
編
統
合

す
る
中
で
、
財
政
の
危
機
的
状

況
か
ら
早
期
に
脱
却
し
、
行
政

運
営
を
安
定
的
に
行
え
る
道
筋

を
つ
け
、
子
育
て
支
援
の
効
率

的
・
総
合
的
な
調
整
を
図
り
、

具
体
的
な
対
応
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
努
め
た
い
。

再
質
問　

住
民
が
戸
惑
い
や
不

便
さ
を
感
じ
る
事
な
く
、
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
配
慮
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

改
編
に
よ
っ
て
住
民
に

戸
惑
が
生
じ
な
い
よ
う
、
庁
舎

内
に
お
け
る
対
応
等
々
で
、
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
対
処
し

て
行
く
。

　

少
子
化
・
子
育
て
支
援
対
策

　

に
つ
い
て

問　

当
町
の
出
生
児
数
は
昭
和

　

年　

人
、
平
成
２
年　

人
、

４０

３７７

１８０

平
成　

年　

人
と
減
少
、
こ
う

１５

１５０

し
た
観
点
か
ら
２
人
３
人
と
お

子
さ
ん
を
産
む
方
に
は
奨
励
策

を
講
じ
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

　

財
政
指
標
に
つ
い
て

問　

推
計
数
値
で
は
平
成　

年
１８

に
は
危
険
数
値
と
な
り
、
財
政

再
建
団
体
と
な
る
事
は
必
至
と

思
わ
れ
る
が
。

町
長　

町
民
と
共
に
財
政
構
造

の
改
革
に
向
け
て
行
政
全
般
に

わ
た
っ
た
抜
本
的
な
点
検
・
見

直
し
を
図
る
作
業
に
着
手
し
て

い
く
。

再
質
問　

自
ら
も
範
を
示
す
べ

き
で
、
町
長
専
用
車
を
廃
止
す

べ
き
で
あ
る
。

町
長　

昨
年
は
議
員
報
酬
の
削

減
、
役
職
加
算
の
削
減
、
議
員

定
数
の
削
減
、
職
員
の
給
与
の

減
額
等
抜
本
的
な
改
革
を
進
め

町
民
に
も
理
解
を
い
た
だ
き
、

町
民
と
共
に
共
同
で
、
こ
の
改

革
着
手
し
て
い
き
た
い
と
、
組

織
も
つ
く
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

再
々
質
問　

町
長
車
の
問
題
に

つ
い
て
回
答
が
無
い
が
、
現
在

の
財
政
事
情
を
踏
ま
え
た
中
で

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

町
長　

町
長
車
は
公
用
車
で
あ

り
、
以
前
か
ら
必
要
な
時
は
助

役
も
収
入
役
も
利
用
、
専
用
で

は
な
い
と
い
う
事
で
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
、
町
民
と
共
に
抜
本
的
な
財
政
構
造
改
革
を
進
め
た
い

Q
、
財
政
再
建
団
体
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
対
策
は
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備
し
て
い
る
。、
ま
た
、
青
少
年

健
全
育
成
を
進
め
る
会
の
地
域

の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
活
動

や
、
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、

交
通
安
全
指
導
員
に
よ
る
声
か

け
や
監
視
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
始
め
、
各
団
体
と
の
連
携
と

協
力
を
い
た
だ
き
、
安
全
管
理
、

安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

再
質
問　

不
審
者
の
侵
入
防
止

の
監
視
シ
ス
テ
ム
や
門
や
フ
ェ

ン
ス
の
設
備
の
状
況
、
各
団
体

と
の
横
の
連
携
が
十
分
か
。
地

域
に
ど
の
よ
う
な
啓
発
を
施
し
、

危
険
の
回
避
、
抑
止
に
努
め
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
教
職
員
の

危
機
管
理
の
向
上
、
防
犯
訓
練

や
防
犯
研
修
の
実
施
、
児
童
生

徒
に
対
し
て
の
防
犯
教
育
、
避

難
訓
練
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長　

不
審
者
に
対
し
て
門

や
フ
ェ
ン
ス
、
監
視
シ
ス
テ
ム

の
整
備
は
、
現
実
的
に
は
無
理

で
あ
る
。
学
校
現
場
で
は
、
不

審
者
に
対
す
る
監
視
に
つ
い
て

は
、
客
観
的
要
素
を
み
て
、
先

生
た
ち
が
、
そ
の
意
識
を
強
め

て
接
待
す
る
対
応
を
取
っ
て
い

る
。

　

地
域
と
の
連
携
は
、
地
域
と

問
題
を
共
有
し
て
、
そ
の
理
解

を
深
め
て
青
少
年
健
全
育
成
の

会
の
中
で
、
活
動
の
ス
テ
ッ
カ

ー
を
作
成
し
、
会
員
の
家
、
店

の
内
外
に
張
っ
て
い
た
だ
い
て

協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、
危
険

の
抑
止
、
回
避
に
努
め
て
い
る
。

地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
全
体

で
育
て
る
と
い

う
こ
と
か
ら
も
、

私
達
が
意
を
燃

や
し
て
努
力
を

し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
、
再
認
識
を

し
て
い
る
。
教

職
員
の
危
機
管

理
意
識
に
対
し

て
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
っ
て

も
、
指
導
要
領

が
で
き
て
も
、

そ
れ
を
実
践
す

る
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
何
も
な

ら
な
い
と
思
う
。

校
長
会
等
で
設

　

学
校
及
び
通
学
路
の
安
全
対

　

策
に
つ
い
て

問　

学
校
内
や
通
学
路
で
子
ど

も
達
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
が

相
次
ぎ
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
校
内
の
安
全
対
策
は
不

審
者
を
入
れ
な
い
こ
と
、
登
下

校
の
安
全
対
策
は
、
防
犯
協
会
、

地
域
住
民
、
警
察
等
の
協
力
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
町
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
。

教
育
長　

他
地
域
で
の
数
々
の

事
件
に
つ
い
て
、
当
町
に
お
い

て
も
大
き
な
教
訓
と
し
て
受
け

と
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
の
重

要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
安
全
管
理
は
生

命
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
各

学
校
の
施
設
の
再
点
検
、
緊
急

時
に
お
け
る
、
安
全
管
理
体
制

や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
と
教
職
員
の
危
機
管
理
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
施
設

管
理
面
に
お
い
て
は
、
教
室
か

ら
職
員
室
へ
の
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
、
教
室
内
の
非

常
事
態
発
生
に
は
、
防
犯
ス
プ

レ
ー
、
防
犯
ス
タ
ン
ガ
ン
を
常

備
や
備
品
等
の
要
望
も
必
要
で

あ
る
が
、
現
場
の
教
職
員
の
危

険
に
対
応
で
き
る
、
そ
の
危
機

意
識
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、

校
長
会
、
現
場
教
職
員
も
そ
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
認
識
を
共

有
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
で

も
教
職
員
の
意
識
の
向
上
を
さ

ら
に
図
る
よ
う
に
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

Ａ
、安
全
管
理
や
安
全
教
育
を
地
域
一
体
で
取
り
組
む

Q
、
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
に
つ
い
て
は
、
万

全
の
対
策
で
お
願
い
し
た
い
。

地
方
か
ら
き
た
観
光
客
が
不
便

を
感
じ
る
と
、
わ
が
町
の
将
来

の
観
光
に
影
響
す
る
事
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
充
分
考
慮
さ
れ

た
い
。

町
長　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
水
不
足
に
よ
る
給
水
制
限

を
極
力
な
い
よ
う
に
補
給
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
毎
年
夏
場
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
、
一
時
的
に
生

活
水
の
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
、
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
、
観
光
客
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
早
急
に

対
策
を
。

町
長　

保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀
荘

の
水
道
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、

翁
専
用
水
道
か
ら
供
給
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

白
銀
荘
の
貯
水
能
力
は　

ト
ン

７０

で
あ
り
ま
す
が
、
夏
場
、
連
休

の
終
日
に
な
る
と
多
数
の

利
用
者
に
よ
り
、
供
給
が

追
い
つ
か
な
い
日
が
、
年

に　

日
ほ
ど
あ
り
、
シ
ャ

１０
ワ
ー
等
、
水
の
使
用
の
制

限
を
お
願
い
し
た
り
、
給

水
車
で
飲
料
水
の
補
給
を

し
て
応
急
措
置
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
白

銀
荘
施
設
内
に
貯
水
槽
の

増
設
工
事
を
平
成　

年
度

１７

に
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

再
質
問　

平
成　

年
度
に

１７

増
設
計
画
と
の
事
で
、
ぜ

皆
様
に
は
、
制
度
の
活
用
に
よ

っ
て
自
助
努
力
を
お
願
い
す
る
。

再
質
問　

共
済
加
入
は
基
本
で

す
が
、
制
度
の
内
容
を
説
明
す

る
と
、
建
て
て
１
年
以
内
の
新

し
い
も
の
で　

％
、
１
年
経
過

８０

で　

％
ず
つ
下
が
り
、
５
年
経

２０
過
で　

％
の
補
償
で
あ
り
、
今

２０

回
の
被
害
ハ
ウ
ス
は
大
半
が
低

い
補
償
で
あ
る
。
ま
た
、
緊
急

に
再
建
す
る
た
め
多
く
の
労
力

も
か
か
り
、
中
に
は
再
建
を
断

念
し
た
人
も
い
る
ほ
ど
、
心
の

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
な
も
の
が
あ

る
。
何
と
か
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

町
長　

今
回
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
早
々
と
Ｊ
Ａ
さ
ん
が
骨
材

の
２
分
の
１
の
助
成
策
を
講
じ

た
こ
と
、
そ
し
て
共
済
か
ら
の

補
填
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
の
で
、
行
政
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
支
援
策
は
考
え
て

い
な
い
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

　

白
銀
荘
の
生
活
水
確
保
を
早

　

急
に

問　

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

白
銀
荘
は
日
ご
ろ
町
民
及
び
観

光
客
か
ら
、
憩
い
の
場
と
し
て

　

ハ
ウ
ス
被
害
農
家
の
支
援
は

問　

２
月　

日
〜　

日
に
か
け
、

２２

２３

近
年
に
な
い
暴
風
雪
に
よ
り
、

全
道
各
地
で
ハ
ウ
ス
倒
壊
の
被

害
が
あ
り
、
わ
が
町
で
も　

棟
４１

の
ハ
ウ
ス
倒
壊
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
施
設
園
芸
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
メ

ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
栽
培
農
家
が
大

半
で
、
中
に
は
４
棟
か
ら
５
棟

を
一
晩
で
倒
壊
し
、
心
の
痛
手

も
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
町
と
し
て
の
対
応
は
。

町
長　

今
回
の
被
害
を
受
け
ら

れ
た
農
業
者
の
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
、

農
業
ハ
ウ
ス
の
被
害
対
応
に
つ

い
て
は
、
共
済
制
度
が
確
立
さ

れ
て
お
り
、
掛
け
金
に
つ
い
て

も
２
分
の
１
の
国
庫
補
助
が
あ

り
、
ま
た
、
被
害
に
至
っ
た
と

き
は　

％
の
共
済
金
が
補
填
さ

８０

れ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
も

種
々
の
検
討
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
共
済

制
度
の
趣
旨
観
点
か
ら
し
て
も
、

公
平
性
が
保
た
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
行
政
の
支
援
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
農
業
者
の

Ａ
、
共
済
制
度
の
活
用
で
自
己
防
衛
を

Q
、
暴
風
雪
に
よ
る
ハ
ウ
ス
被
害
の
対
応
を
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◎
企
業
振
興
措
置
条
例
に
基
づ
く
補
助
金

これはどうなっているの？

　

今
回
は
「
町
政
の
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？
」
シ
リ
―
ズ
№
３
と
し
て
、
厳

し
い
町
財
政
状
況
の
中
で
の
歳
出
の
補

助
金
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
事
に
し

ま
し
た
。
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

16

で
の
補
助
金
等
は
、
八
億
三
六
一
七
万
円

余
り
で
、
一
般
会
計
歳
出
の　

％
を
し
め

10.5

て
い
ま
す
。
補
助
金
等
は
、
多
岐
に
渡
っ

て
支
出
さ
れ
、
そ
の
支
出
目
的
は
「
町
の

政
策
的
事
業
推
進
」
と
「
町
内
各
種
団
体

の
運
営
、
育
成
、
維
持
等
」
に
大
き
く
分

類
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
「
上
富
良
野
町

企
業
振
興
措
置
条
例
に
基
づ
く
補
助
」
と
、

「
上
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

補
助
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
昭
和　

年
に
上
富
良
野
町
に
お
け
る
企
業
の
立
地
を
促
進

59

す
る
た
め
、
町
内
に
工
場
等
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
事
業
者
に
対
し
て
必

要
な
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
上
富
良
野
町
の
産
業
経
済
の
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で

59

14

の
間
に　

社
の
企
業
に
対
し
て
各
種
補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成　

年

13

14

度
ま
で
の
概
算
累
計
で
約
３
億
１
千
万
円
の
補
助
を
し
て
、
町
に
は
、
企
業
か

ら
「
法
人
税
」、「
固
定
資
産
税
」
な
ど
の
税
収
、　

名
の
雇
用
者
の
「
町
民

426

税
」
の
合
計
で
約
４
億
４
千
万
円
の
財
政
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
雇
用
の
創
出
、
購
買
力
の
増
進
に
つ
な
が
り
、
上
富
良
野
町
の
観

光
・
文
化
の
振
興
に
お
い
て
も
大
き
な
貢
献
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　上記表の補助合計欄の補助内容

(１)　工場等用地の造成　　　(２)　公共性のある道路及び排水路等の整備
(３)　上下水道の敷設整備　　(４)　その他公共の用に供する施設の整備

協 力 援 助

(１)　固定資産評価額が３千万円以上で、かつ、従業員を常時３人以上雇用する工場等
(２)　固定資産評価額が８百万円を超える工場（指定地域への設置に限る）
(３)　小規模事業者の生産設備の新設又は増設に係る固定資産評価額が３百万円以
　　  上の工場 　
(４)　農村地域工業等導入促進法に基づき、課税の免除の適用となる工場

固定資産税の減免

工場等の新設又は増設に要するために借入れた額の利子の一部を助成する。利 子 の 助 成

基準年度から３年間に限り、工場等に新設又は増設に伴い増加する従業員１人につ
き年15万円（１千万円を限度とする。）を加算した額の範囲内で補助金を交付する。

雇 用 の 補 助

これはこれは
どうなってどうなって
いるの？いるの？

町
政
の

�����
�����
�����
�����
�����
�����

No.3No.3
これはこれは
どうなってどうなって
いるの？いるの？

（単位：千円）（単位：人）

雇用者数財政効果補助合計補助期間企　　業　　名

5029,65233,574H.1～H.4(株 )カ　 リ　 カ　 ワ

12084,64735,854S59～H.15(株 )北　 光　 電　 子

11459,90215,680S.62～H.5空  知  ミ  ー  ト(株)

3045,43422,898H.2～H.10(株 )内　 田　 工　 業

1844,02022,506H.1～H.10か み ふ ら の 牧 場

1429,57819,542H.4～H.8道 北 開 発 コンサル

1321,15833,453H.6～H.9ト リ ッ ク ア ー ト

1774,41750,482H.3～H.7ト ー ア ス ホ テ ル

149,16220,775H.9～H.11地 ビ ー ル

1418,55417,584H.3～H.7フ ラ ワ ー ラ ン ド

７16,11019,670H.6～H.9十  勝  岳  温  泉(株)

７6,63217,214H.12～H.15( 株 ) カ  ミ  ホ  ロ 荘

８1,9062,245H.13～H.17(株 )後藤美術研究所

426441,172311,477合　　計

補助金補 助 金？ !



これはどうなっているの？

◎
今
後
の
課
題
◎

　

町
で
は
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
更
な
る
充
実
の
た

め
、
昭
和　

年
に
社
会
福
祉
協
議
会
を
創
立
し
昭
和

２８

　

年
に
は
法
人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
昨
年
、　

周

57

50

年
を
迎
え
、
長
い
年
月
を
経
て
今
日
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
益
々
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
会
長
、
職
員
９
名
、

（
内
ケ
ア
ハ
ウ
ス
４
名
）
嘱
託
職
員
１
名
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
補
助
金
と
し
て
、
平
成

　

年
度
は
２
千　

万
８
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

16

４９

が
、
補
助
金
の
大
部
分
が
職
員
の
給
与
（
１
千　

万
９００

３
千
円
）
で
あ
り
、
今
年
度
の
運
営
費
の
補
助
率
は
、

　

％
で
、
不
足
分
は
、
寄
付
金
等
で
補
わ
れ
て
い
ま

８７.５す
。

寄
付
金
等
の
内
訳
は

・
一
般
寄
付
金　
　
（
年
間
約　

万
円
）

３００

・
会　
　

費　
　

町
民　

１
戸　
　
　

円　
５００

　
　
　
　
　
　
　

法
人　

１
件　

３
千
円

・
特
別
会
費　
　

篤
志　
　
　
　

１
千
円

・
招
魂
祭
寄
付　

町
民　

１
戸　
　
　

円
２００

　

町
か
ら
の
委
託
補
助
事
業
費
は
、
下
記
の
表
の
と

お
り
で　

％
補
助
で
事
業
運
営
が
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１００

　

主
な
事
業
は
、
在
宅
福
祉
推
進
事
業
（
１
千　

万
５１０

７
千
円
）「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
み
ふ
ら
の
」
運
営
事
業

（
２
千　

万
３
千
円
）
で
、
そ
の
他
に
地
域
福
祉
推

９５４

進
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
町
づ
く
り
事
業
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
各
事
業
は
、
福
祉
推
進
委
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
心
温
ま
る
ご
協
力
に
支
え
ら
れ

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地

方
交
付
税
の
確
保
な
ど
、
国
の
地
方
財
政
対
策
の
影

響
を
強
く
受
け
る
脆
弱
な
財
政
構
造
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
地
方
交
付

税
や
補
助
金
等
の
削
減
が
行
わ
れ
、
今
後
一
層
の
歳

入
の
減
少
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

町
は
、
５
年
間
で
歳
出
削
減
目
標
額
を　

億
円
と

２４

行
財
政
改
革
の
数
値
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

い
か
に
歳
入
を
増
や
し
、
そ
し
て
歳
出
を
縮
減
す
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
の
行
財

政
全
般
に
つ
い
て
、
行
財
政
効
果
と
、
個
々
の
補
助

金
の
費
用
対
効
果
を
、
厳
し
く
検
証
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

歳
出
の
縮
減
は
、
町
民
の
皆
様
の
痛
み
を
伴
う
事

な
の
で
、
十
分
な
情
報
提
供
の
中
で
の
町
民
各
層
の

理
解
を
求
め
、
住
民
参
加
に
よ
る
「
協
働
の
町
づ
く

り
」
を
本
格
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
協
議
会
に　
　
　
　

　
　
　

対
し
て
の
補
助
金

�

町から社会福祉協議会が受けている委託・補助事業費の内訳
（単位：千円）　

事　　業　　概　　要16年度予算細　　　目事　　業　　名

食材費、調理委託、配送費（1,234千円）6,278配食サービス

在 宅 福 祉 推 進 事 業

除雪費、社協人件費（500千円）、事務費2,800除雪サービス

移送車維持費、社協人件費（1,120千円）、事務費2,400移送サービス

理容師の技術料、交通費、社協事務費330理容サービス

自立判定者10人、ケアプラン作成1,904生活管理指導員派遣

精神障害２人、ケアプラン作成590訪問介護員派遣事業

独居老人昼食会12回開催、565独居老人激励事業

おしゃべり交流会６回開催(講師謝礼･ 教材費)120介護者教室

電話料(安否確認)120電話サービス

29,543ケアハウスかみふらの
運営事業

ケアハウスかみふらの
運 営 事 業 委 託

福祉推進委員活動費補助510ネットワーク推進事業

地域福祉推進事業補助
講師謝礼、事務費ほか350社会福祉大会開催

400地域ふれあいサロン
モデル事業

ボランティア推進委員人件費、事務費ほか2,850ボランティア町づくり
事業

ボランティアの町づくり
事 業 補 助

48,760委　託　費・補　助　金　合　計



議
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議会の傍聴は自由です！ 当日、受付で名前などを書くだけです。

この広報紙の色は町花ラベンダーをイメージしたものです。

議会の“窓”

◆
街
の
中
で
は
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
の
登

下
校
風
景
が
見
ら
れ
、
車
に
気
を
つ
け
て
、

元
気
で
学
校
に
と
願
う
気
持
ち
で
す
。

◆
第
一
回
定
例
町
議
会
は
、
平
成　

年
度
各

16

会
計
予
算
等
を
、
財
政
状
況
悪
化
の
中
で
真

剣
な
議
論
に
よ
り　

項
目
の
審
査
意
見
を

16

付
し
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
執
行
で
審
査
意
見
を
十
分
尊
重
す

る
事
を
議
会
も
監
視
し
、
町
民
の
皆
様
も
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
公
民
館
図
書
室
改
修
は
、
老
朽
化
と
危
険

性
、
そ
し
て
利
便
性
を
考
え
て
、
一
階
に
図

書
室
を
と
、　

月
定
例
会
で
実
施
設
計
費　

12

157

万
円
余
り
を
補
正
予
算
で
可
決
し
た
。
当

然
、
平
成　

年
度
で
改
修
予
算
が
計
上
さ
れ

16

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
道
補
助
と
町
財
政
状

況
か
ら
先
送
り
さ
れ
た
。

　

補
正
の
段
階
で
、
財
源
措
置
が
調
整
さ
れ

た
上
で
の
提
案
と
判
断
す
る
が
…
…
。

◆
こ
ど
も
議
会
で
の
「
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
を
早
急
に
」
と
の
要
望
も
先
送
り
さ

れ
た
。
土
の
上
で
遊
べ
る
の
は
半
年
た
ら

ず
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は
子
供
た
ち
の
切
実

な
願
い
で
す
。
町
長
・
教
育
長
は
、
緊
急
性

と
子
供
た
ち
の
願
い
を
早
急
に
実
現
さ
せ

る
事
が
、
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
町
行
政

に
対
す
る
信
頼
感
を
増
進
さ
せ
る
と
考
え

る
が
…
…
。　
　
　
　
　
　
　
（
米
谷　

記
）

委
員
長  
中
村
有
秀

副
委
員
長  
渡
部
洋
己

委　

員  
西
村
昭
教

　

〃　
  
米
谷　

一

　

〃　
  
岩
田
浩
志

　

〃　
  
金
子
益
三

【
２
月
】

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
総
務
文
教
班
）

９
日　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
厚
生
班
）

　

日　

富
良
野
沿
線
市
町
村
議
会
専
門
議
員

10
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
会

　

日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
　

日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

13
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
産
業
建
設
班
）

　

日　

厚
生
常
任
委
員
会

16
　

日　

厚
生
常
任
委
員
会

17
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
厚
生
班
）

　

日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

19
　

日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

20
　

日　

議
員
協
議
会

23
　

日　

富
良
野
地
区
環
境
衛
生
組
合
議
会

25
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
厚
生
班
）

　

日　

富
良
野
広
域
串
内
草
地
組
合
議
会

26
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
総
務
文
教
班
）

　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

27【
３
月
】

２
日　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

３
日　

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

８
日　

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
議
会

　

日　

第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

10
　

日　

第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）

11
　

日　

予
算
特
別
委
員
会
（
１
日
目
）

12
　

日　

予
算
特
別
委
員
会
（
２
日
目
）

15
　

日　

予
算
特
別
委
員
会
（
３
日
目
）

16
　

日　

予
算
特
別
委
員
会
（
４
日
目
）

17
　

日　

第
１
回
定
例
会
（
５
日
目
）

18
　

日　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
産
業
建
設
班
）

22
　

日　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
厚
生
班
）

23
　

日　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
総
務
文
教
班
）

24

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

１
月　

日
に
上
富
良
野
町
議
会
議
員
会
と
中

２７

富
良
野
町
議
会
議
員
会
の
交
流
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

自
立
グ
ル
ー
プ
と
合
併
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

自
由
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
お
い

て
も
両
町
で
意
見
交
換
を
続
け
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

事務局の人事事務局の人事

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤
えええええええええええええええええええええ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

赤赤
ええ
んん
ぴぴ
つつ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
自
立
」か「
合
併
」か

◎
議
会
事
務
局
次
長　

　
　

中
田　

繁
利

　
（
前　

教
育
委
員
会

　
　
  
社
会
教
育
課
長
補
佐
）

　２月１０日に本町において開催された富
良野沿線専門議員研修会に広報特別委員
が参加しました。
　今回は議会広報の編集についてをテー
マに、富良野沿線５市町村の議会広報特
別委員が参加して開催されました。
　研修会の内容は、講師に広報プランナ
ーの和田雅之氏を迎え、「魅力ある議会広
報をどうつくる」を演題に講演を受けた
後、各市町村の広報紙を持ち寄りクリニ
ックを受けました。当町の「議会だより」
は高い評価をつけていただきました。

―
中
富
良
野
町
議
会
議
員
会
と

　
　
　
　
　
　
　

交
流
研
修
会
を
開
催
―

　４月１日の人事異動
により、議会事務局職
員の異動がありました。

◎
議
会
事
務
局
主
査　

　
　

大
谷　

隆
樹

　
　
　
（
前　

町
立
病
院

 

  
医
事
係
長
）

魅力ある議会広魅力ある議会広報を報を
沿線専門議員研修会に参加沿線専門議員研修会に参加


